
	 	 日 本 画	 第１部

　今回の審査は大変難航いたしました。粒揃いの作品の中、短い時間内での静かなドラマでした。
　種々作品のお陰で次々と見えてきて、市長賞が決まり岡田文化財団賞も決まってきました。今回は
特に水墨画の秀作が多く、私達の心を揺さぶりました。下手でよろしい、心があればよろしいという
のが水墨画の大切なところです。その中で「白さ」がもっと活かされる事を願ってやみません。本当
に見応えのある作品群でした。

日
本
画
審
査
評

津 市 長 賞

津市議会議長賞

津市教育長賞

岡田文化財団賞

明日へ
黒江　めぐみ

帰来Ⅱ　　堤　範子

町
落合　斗夢

一夜の花
别所　ひろ子



	 	 彫　刻	 第３部	 洋　画	 	 第２部

　前年より 7点増加の応募であったが、入選レベルが安定しており審査員全員の票が入る絵が多かっ
た。また、奇抜なテーマや表現が少なく、何気ない日常の中での出会い・ときめき・感動を丁寧に描いた
作品が多いのは世相の表れか？ 昨今は世界中で多くの不安定な要因の台頭、度重なる災害、人々は芸
術の中に安らぎや安心を求めているようであります。時代を反映した見応えのある展示となりました。
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待春［よあけ］
橋口　千代
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	 	 彫　刻	 第３部	 洋　画	 	 第２部

　例年よりも出品数は少なかったのですが、不彫、塑造（FRP）、発泡スチロールなどバラエティーに
富んだ作品が並びました。ユニークな発想や遊び心がよく伝わり、根気良く素材に向き合った姿勢を
感じる事ができました。立体的な感覚を意識して作品つくりに励み、更に表現の幅を拡げて発表され
ることを希望します。今後の皆様のご活躍を楽しみにしています。
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	 	 写　真	 第５部	 美術工芸	 	 第４部

　出品点数・素材とも残念ながら減少しましたが、多くの力作が出品されました。市長賞の作品は、
1つ 1つの中にも傑作が有る集合体で、議長賞は、型紙を造形に組み入れた作品で、教育長賞、岡
田文化財団賞も組んだ作品になりました。 1点でも朗らかな作品が集まる事が楽しみです。
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大西　俊治

ほっこり
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行灯「煌」
倉田　美道

ようこそ! トーテムポールビレッジへ
藤田　史男
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	 	 写　真	 第５部	 美術工芸	 	 第４部

　市長賞の作品は一見モノクロ調ですが、よく見るとわずかに色を感じさせて面白い表現です。全般
的には組ありモノクロありで、バラエティに富んだ展覧会になったと思います。
　題名も作品の内ですからよく考えましょう。
　ネイチャー部門が寂しい感じです。ただ物理的に物が写っているだけでは残念です。最終的なパネ
ルの仕上げなどは全般にうまくいっていると思います。プリントの仕上げでわずかですが暗くなりす
ぎたものがありました。
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	 書	 	 第６部

　昨年に比べて19点増であったが、今年の傾向として、高校・大学生を含む若い人の作品が多くみら
れたことは大変喜ばしいことである。
　「書の生命はその線質にあり」と言われるが、それに加えて重要なことは練習量である。
　古典を基調とし練習量の豊富な作品は、確かに格調が高く見ごたえのある作品となる。
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風をいたみ・・・
（百人一首）
今高　輝舟


